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動物実験用Ｘ線CT装置
共用開始のご案内

（アロカ ラシータLCT-200）
先端酵素学研究所B棟5階に新たに設置されました動物実験用X線CT装置につ

いて、この度共用を開始させていただくこととなりました。
使用はB棟動物施設で飼育されているマウスに限定されます。また、本機器利

用後の動物は、飼育室へ戻すことはできません。継続しての飼育を希望される
場合はF8飼育室（アイソラック）をご利用ください。 F8飼育室（アイソラッ
ク）のご利用については、あらかじめ先端酵素学研究所B棟・実験動物管理者
（竹本）にご相談ください。
また、機器の利用方法につきましては、担当（矢野）までご連絡ください。

機 器 名 ： 実験動物用Ｘ線CT装置アロカラシータLCT-200

設置場所 ： 先端酵素学研究所 B棟 5階 マウスイメージング解析室

利用料金 ： 4,000円／回（学内 2,000円／回）


